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6 有 機 半導 体圭1 東大教軸
40.9.23 赤 松､秀 雄
.40.9.25 東大教授 (牽研)~.
永 井 芳 男 32
綱 叢 漕 ; 160'000 .量 〝i
卦 口 洋 夫 音J
警 大岩教霊晋 ) 董 妻.
i妻7 磁 気一 光効果~ト音 門 等 蔓 軒 iIE:J喜
圃参加人員欄の下2行は旅費支給者
昭和 40年度 研究員等旅費 ,校費
計 1,158,000
40.3.ユ2 共 同委
40.3.18 協 議 会
区 分 圭予 算-額 凄 寺 今 後 _.葦 億訂
ど琴物費準 研 恵 よ.■射章 一 冨 集 蔓 i.3,…4030,0..03 3,53……i,.00:
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共同利周施設専門委員会議事要録
会 議 報 告
日 時 昭和 39年 9月11日 (金)
午~前 10.00.-午後6.10
-､研究員等策費 ,校費について (略)







1妻教 授iド やせ-Tf招 %妻%鶴.ー …% % % %f%'ヽ
助 ■薮 授 〟Ti∴. 50 30
蓄革 欄 〟 ∴ 丁∴ l i辛 iI75 i■.
手蔓塾享(5の8.γi25)教露呂～ (6の17-26)ー 〟; 妻i i. .工 き l i1 董 60 妄言 董
妻助手(.5の_1-i日数客員巨6の46)】 _〟.lt ]t2-.5.= ~i 45 i 0_ 雪3
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jr
注 1.教授 ,助教授 ,講師等で.長期滞在の場合は別途考慮の上決定する
2.助手等で._留学研究的な場合は.最下楠を適用するO
たiC-し､鉄道賃捜1等とする.














〔工〕 設 立 趣 旨
分子科学研究所 (仮称)は.化学研究の基礎である分子および分子集団の性





出すことを目的 とした学問である革 その学問的性格か ら言えば所謂基礎科学
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たiC-し､鉄道賃捜1等とする.














〔工〕 設 立 趣 旨
分子科学研究所 (仮称)は.化学研究の基礎である分子および分子集団の性






















































あるいは精密化 される傾向にあるC このことは新しい研究分野の開描 ,研究の




















































〔Ⅱ工〕 研 究 所 設立 案
拘名 称
















用 部 門 (総計20部門)
1.理論研究部 (3部門)
分 子 基礎 理論 工 (原子 ･分子における多電子系の基礎的研究)
分 子基 礎 理 論 工Ⅰ (原子 ･分子の波動関数の研究)
分 子 基礎 理 論 工工工 (橿射場との相互作用の理論)
2.分子構造研究部 (4部門)
分 子 構 造 学 工 (回員実験を主とする分子構造の研究)
分 子r構 造 学 工I (廻転スペク トル実験を主とする分子構造の研究)
分 子 力 学 (分子内部廻転の研究 ,分子振動に関する研究)
分 子 場 論 (有機化合物､および無機化合物の結合力の研究)
-85-
資 料
3 . 電 子 構 造 研 究 部 ( 4 部 門 )
基 礎 電 子 北 学 I ( 電 子 ス ペ ク ト ル に よ る 分 子 の 励 起 構 造 の 研 究 )
基 礎 電 子 化 学 II ( e Q q , N M R 等 に よ る 分 子 の 基 底 電 子 状 態 Oj 研
究 )
磁 気 電 子 北 学 (分 子 お よ び 分 子 性 結 晶 の 磁 場 ･ 光 と の 相 互 作 用
の 研 究 〕
量 子 エ L/ク ト ロ ニ ク ス ( レ -ザ 一 等 , 分 子 の エ ネ ル ギ ー 準 位 の 応 鳳 に 関
す る 基 礎 的 研 究 r)
4 . 分 子 集 団 研 究 部 ( 4 部 門 )
有 機 半 導 体 論 (有 機 半 導 体 の 化 学 的 性 質 お よ び 物 茸 的 性 質 の
研 究 .)
物 性 化 学 (分 子 性 結 晶 の 電 磁 気 的 性 質 の 研 究 ) _
分子集団動力 学 I (活 性 分 子 , 遊 離 基 な ど の 基 礎 光 北 学 )
分子集団動力学 Ⅰ工 (分 子 線 , 質 量 分 析 計 な ど に よ る 衝 突 現 象 の 究








電 子 計 算 機
極 .低 温
化 -1学 分 野_1
装 置 開 発
(巨大分子の高次構造 に 関 す る 研 究 )




















1 . 電 子 計 算 室 ぐ 1 4 名 )
技 官 3 , 技 術 員 6 . パ ン チャー5.
2 . 極 低 温 室 ( 1 2 名 )
技 官 2 , 技 術 員 1 0 .
3 . 化 学 分 析 室 ■ ( 5 名 )
技 官 2 , 技 術 員 3 .
4 . 装 置 開 発 室 ( 1 5 名 )
技 官 41-; 技 術 員 1 1 .
以 上 4 室 の 小 計 4 6 名
(3 ) 図 書 室 の 構 成 人 員
司 書 ( 事 務 官 ) 3 . 事 番 貞 占 .
(4 ) 事 務 串 の 構 成 人 員
事 務 官 1 5 , 技 官5,事務員10,技術員5,雇員･15.





鞘 設 備 費
(1)-般設備費
各実験部門当り 20,000千円(x17) 小計 .340,000千円














9. 電 磁 石 (大型)

























































(3) 図 書~室'設 備 費
(4) 電 気 計 算 量 設 備 費
(5) 極 低 温 室 設 備 費
(6) 化学 分 析 室 設 備 費
(7) 装 置 開 発 室
(8) 検 査 及 び測 定 器 械 類
(9) 一 般 器 具 計 器 類
計










珂 建 物 (1単位 10坪として算定)
(1)研究部門関係




1. 電 子 計 算 室
2. 極 低 温 室
3. 化 ･学 分 析 室
五 装 置 開 発 室
5. 特 別 共 同実 験 室
6._図 書 室
7. 輪 講 室
8. 大講義室(200人用)
9. 小講義室 (50人絹)
20単位 200時 (部門数 20)
400単位 4,000坪







































































































組 織 委 員 会代 表





1.時 期 昭和 40年 9月5日～ユ8日
2.会 場
これを次の 2期に分つ
第 王期 9月5日 (registration)
9月 6日～ 10日
第 2期 9月12日 (regist･ration)
神奈川県 大磯
日本 ク9スチャンアカデ ミー-クス
3.主 題 第 1期は ｢多 佐 問題 ｣
第 2J期'は ｢場 の理 論｣
4.▲内容のあらまし
各々の主題により.適当な数の講義を (-講義 3時間程度)設けるO
午前中は主 として講義に宛て､午後 ,叉は夜は､参加者ojオ LIiyナJL/な研究
を中心とする.全 くinformalな di･scussionを行う｡
講師 および 講義題 目は暫定的には次のとおりです.
















･第 2期 場 の 理 論 (S- ltvぬtrixを中心 と し て )
〇五′壬.提ell-4ぬrln(OrM.i.Gcld b e r g e r ) : F i e l d T h e o ry an d
S- matrix
o a.F.Chew :Theory of S tr on g 工rit e rac iI･io n s .
o S.WeirJberg :Reforlmilulatiorユ C)f F i e l d T h e o ry .
o L.vanHove :S一才コa七rixatExもrelTLe H i gh E Tle r g y .
C)a.E.胞 rshak :Theory ofWeak Interac t ion s .
o Y.Nanbu :題未定

































10.事 務･局 東 京 都 文京 区 大 塚 窪 町 24
東京教育大学 理学部物理教室
福 田 信 之
趣 旨 の 説 明
近軌 毎年夏になると.`世界の方々から理論物理のSuⅡmerSChoo-ユの便 り~
が参 りますoLegHouches,Varennaなどは最も古い歴史をもつものです
が.現在ではそのほか. ヨー占ラバ ,アメ リカの数個所で開かれ､国際会議と











今 回 ､ 私 た ち が 敢 え て こ の 計 画 を 進 め る に 至 っ た の は ､ こ の 試 み に よ っ て .
今 後 積 極 的 な 動 き が 生 ま れ こ の よ う な も の が 何 等 か の 形 で 続 け ら れ . 健 や か
に 成 長 し . わ が 国 の 物 理 学 の 発 展 に 役 立 つ こ と を 望 む か ら で す O こ れ は も ち ろ
ん ･ 皆 さ ん の 御 理 解 と 衛 協 力 に よ る こ 字 で ､ 私 ど も は 皆 さ ん の 卒 直 な 批 判 と 助
言 を 大 い に 期 待 し て い ま す ｡
今 ま で の 準 備 段 階 で は ､ 見 透 し の 立 ち 難 い 点 も 多 か っ た の で ､ 皆 さ ん に 充 分
な 報 告 も し て い ま せ ん で し た ｡ そ の た め . あ る い は 誤 解 さ れ て い る 点 も あ る よ
う に 思 わ れ ま す の で 多 少 補 足 を 加 え ま す o
T o k y o S u m e r I n s t ･i t u も e は 規 模 と し て は . 基 研 そ の 他 で 行 な わ れ る 研
究 会 よ り や や 大 き く . ふ つ う の 国 際 会 議 な ど よ り は ず っ と 小 さ く ､ 性 格 と し て
は 教 育 的 な 面 が 強 く , ま た 外 国 か ら の 参 加 者 も 少 数 で あ る と い う 中 間 的 な も の
で す ｡ こ の よ う な 性 格 ぬ 違 い の た め ､ 学 術 会 議 や . 物 理 学 会 な ど の 公 的 , 乃 至
半 公 的 な 機 関 の 事 業 と し て こ れ を 実 現 す る こ と は . 現 在 で は 困 難 で あ り ､ 実 蜜
的 な 援 助 を こ れ ら に 期 待 す る こ と は で き ま せ ん ｡ し た が っ て こ の 企 て の 可 魔 性
を さ ぐ る こ と も ､ そ の 準 備 を こ こ ま で 進 め る こ と も ､ 全 く 私 人 と し て の 私 た ち
の 責 任 で 行 な わ ざ る を 得 ま せ ん で し た ｡ そ の 意 味 で . 仮 り に こ れ が 失 敗 に 了 れ
ば ､ そ れ は 私 た ち の 責 任 で あ り ､ 一 方 ､ そ の 成 功 は ひ と え に 皆 さ ん の 勧 協 力 に
負 う 立 場 に あ り ま す O こ れ が 契 機 と な り 今 後 も し . こ の よ う な も の が 何 か . 公
的 機 関 の 事 業 と し て 行 な わ れ ､ 確 実 な 基 礎 を 得 る よ う に な れ ば . 新 し い 組 織 が
必 要 に な る で し ょ う ｡ 私 た ち は そ の 時 期 が 到 達 し て ､ … 切 を 引 継 い で も ら え る
こ と を 待 望 し て い ま す O
今 回 の 計 画 で は ､ 講 師 を 招 く 費 用 の 一 部 と ､ 一 般 参 加 者 へ の 経 済 的 援 助 の 全
部 は ､ 国 内 の 募 金 で ま か な い ま す が ､ 海 外 か ら の 講 師 の 旅 費 の 相 当 部 分 は , ア
ミ> ア 財 団 が 負 担 す る こ と に な っ て い ま す O こ の 第 こ の 点 が 望 ま し く な い と い う
意 見 が あ る こ と は 私 た ち も 承 知 し て い ま す が . こ れ に は 附 帯 的 な 条 件 の よ う な
も の が 一 切 無 く . 計 画 の 主 体 性 に 何 等 の 影 響 が な い 以 上 , こ れ を 排 除 す .る 必 要
は 客 観 的 に 存 在 し な い と , 私 た ち は 考 え て い ま す O 政 治 性 の 問 題 は 甚 だ デ ツ ケ
- ト で す が ､ 科 学 の 問 題 に は 政 治 の 混 入 を 避 け . 1全 世 界 に わ た る 科 学 者 の 連 帯
意 識 の 上 に . 人 類 の た め の 科 学 に 寄 与 し た い と い う の が 私 た ち の 基 本 的 な 立 場
セ す O こ の S lm e r I n s も i 七 u 七 e が 科 学 者 の 相 互 の 理 解 に ､ こ の 意 味 で も 有 意




























回 1965年 6月 王日から出勤可能なことO







(5)必 要 書 類 自筆履歴書 (ペ ン書き) ,大学卒業証明書 ,汝済証明書 ,
及び特技があれば.それに関する証明書
(守)締 切 ▲ 1965年4月30日 (金) (必着のこと)
(7)採用後の身分
当研究所の助手 (文部教官 , 国家公務員)として採用｡
(8)宛 尭 京 都 市 左京 区 北 白川′追 分 町
京都大学 基ー礎物理学研究所
湯 川 秀 樹




(2)東 門 分 野 :物 性理 論
(3)応 募 書 類 :履歴書 ,研究歴 ,発表論文 リス ト,就任 した場合の研究計画
主論文各2遍
5)選 考 機 関 :基 研 運 営 委 員 会
6)宛 先 :京都市左京区北白川追分町 京都大学 基礎物理学研究所
湯 川 秀 樹◎封筒の蓑に ｢助手応募書類在中｣と明記 して下きい｡
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-訂 正 Vo1.3n0.6の P377を削除しますo
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